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１．はじめに

　金融の自由化が進み、様々な金融商品が登場し、

消費者の選択肢は広がっている。しかし、逆に言

えば、消費者は様々な金融商品の中から自分にふ

さわしいものを選ばなければならなくなった。こ

うした選択を適切に行うには、消費者が一定の金

融リテラシーを持つことが必要である。社会経験

とともに金融知識は身に付くが、それでは手遅れ

になることもある。例えば、金融知識の乏しい若

者が、多額のローンを借りて住宅を購入するかど

うかを決めなければならない状況になったとき

に、専門家に相談するという認識も含めた金融リ

テラシーが不足していると、過剰な債務を抱えて

しまったり、不利なローンを借りてしまったりし

かねない。

　また、長寿化が進み、引退後に必要な生活資金

の額が増えているが、他方で公的年金の給付内容

は悪化することが予想されており、自ら老後に備

えた資産形成をしておく必要がある。もちろん、
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　金融の自由化や長寿化が進み、若年層の金融リテラシーを高めることが国際的に大きな政策課題となっている。
残念ながら、わが国の若者の金融リテラシーは国際的にみて高くなく、金融経済教育を受けた経験も乏しい。こ
の状況を改善するためには、学校において金融経済教育を充実させる必要がある。幸い、次期の学習指導要領で
は、金融関係の内容の充実が実現する見込みであり、証券アナリストなどの専門家の協力にも期待したい。
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